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麻疹排除等の定義 (WHO) 

•  Measles elimination　（麻疹排除） 
    適切なサーベイランス体制の下で、ある特定に地域において、常在す
る麻疹ウイルスの伝播が12ヶ月間以上ないこと 

•  Endemic measles transmission　(麻疹の流行） 
    ある特定の地域で、そこに常在する麻疹ウイルス、あるいは12ヶ月間
以上持続して存在している輸入麻疹ウイルスによる麻疹の継続的な伝
播があること 

 
•  Re-establishment of endemic transmission　（麻疹の再興）  
    一度麻疹が排除された地域において、12ヶ月間以上ある麻疹ウイルス
による伝播の連鎖が中断せずに継続している事が疫学的、実験的に示
された時 
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地方衛生研究所で実施された 
麻しん、風しんのPCR検査 

年 

麻しん 風しん 

検査症例数 陽性数 検査症例数 陽性数 

2013 1821 55 2238 951 

2014 2210 417 984 29 
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⾵風疹ウイルス遺伝⼦子配列列の登録のお願い�
NESID  病原体検出情報システム 　登録画⾯面�

→ 　全国の流流⾏行行株の把握�
→ 　WHOへの報告／WHO⾵風疹ウイルス遺伝⼦子データベース
（RUBENS）への登録�
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Number of reported measles cases　 
(2008 ～ 2015.19 W) 

2008 
 

2009 
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732 447 439 283 232 463 
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風しんに関する特定感染症予防指針 

2015年 7月 29日  11 

(平成26年3月28日　適用 平成26年4月１日　　厚生労働省告示第122号)	


目標：早期に先天性風しん症候群の発生をなくす 
         とともに、平成32年度までに風しんの排除 
         を達成することを目標とする。なお、本指   
         針における風しんの排除の定義は、麻しん  
         の排除定義に準じて、「適切なサーベイラ 
         ンス体制の下、土着株による感染が一年以 
         上確認されないこと」とする。 
　　　 



⾵風疹患者報告数の推移�
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•  病原体検出マニュアル  麻疹 (第3版)	

•  病原体検出マニュアル  風疹 (第3版)	


73地衛研にプライマー、プローブを配布 



病原体検出マニュアルの改訂 

•  麻疹/風疹ウイルス遺伝子の命名法の改訂 
　 
　　MVs（RVs)/Miyagi.JPN/13.15 [D8] 
 
  

1. 発疹発症週 

2. 発症週 

3. 検体採取週 

検体採取週(疫学週） 



EQA (Molecular PT）の試行 

•  麻疹ウイルスゲノム検出法であるnested RT-PCR法の
精度管理 

•  山口県環境保健センター　調所長との共同研究 
•  参加地方衛生研究所　　22カ所 
•  麻疹の検査診断状況の把握 
　　　　検査感度の検証、一連の検査技術の確認 
•  精度管理法の検討、feed backの方法等の検討 
•  機器の精度管理の状況の調査（ピペットマン、シークエ
ンサ-等） 

 



H27年度レファレンス活動 
•  Real-time PCR法の導入 
　　✓ 病原体検出マニュアルの改訂、参照RNAの配布 
          実施状況の調査（アンケート） 
 
•  精度管理の実施 
　　Real-time PCR, conventional RT-PCR 
      ✓  Real-time PCRの精度管理 
　　✓  被検品による一連の工程の精度管理 
 
•  検査状況の把握 
      ✓  　検査数、陽性数の把握 
      ✓ 　 麻疹、風疹遺伝子情報の共有 　→ 　麻疹、風疹排除基準　 
　　　　(麻しんに関する特定感染症予防指針） 
　　　   (風しんに関する特定感染症予防指針） 
 
　　 
　　　　　　 



ご清聴ありがとうございました 


